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水酸化カルシウム製材の貼薬による牛歯への影響
The effect of calcium hydroxide dressed on bovine teeth 
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緒言

水酸化カルシウムは高いpHにより殺菌作用の他，硬組織の形成促進作用もあるとされ，
これを主成分とする製材が根管貼薬材として広く用いられる.しかしその一方で，
この製材を長期間根管内に適用した場合，歯質が脆弱になる可能性が指摘されている．
本研究では，2023年8月に発売した水酸化カルシウム製材であるジーシー カルフィー・

ペーストと他社製の水酸化カルシウム製材で処理した牛歯根部象牙質において破壊強度に
おける貼薬期間の影響について知見を得たので報告する.
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被験製材はジーシーカルフィー・ペーストと市販の
水酸化カルシウム系歯科根管充填材料（サンプルA）の計2種を用いた.

牛歯根部に各製材を充填し，37±2℃，90±5%RH環境下に

2週間及び1ヵ月間静置後，NEX ENDO-SONIC（ジーシー）による
超音波洗浄にて製材を目視で確認できなくなるまで洗浄除去し，
試験片を作製した．作製した試験片について，破断圧力測定
(測定条件：1mm/min)及び根管内表面の形態観察を行った． Autograph Precision 
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ジーシー カルフィー・ペーストにおける推奨される臨床適用期間の上限である2週間で
牛歯における破壊強度の低下は観察されなかった．また，それを超えた1ヵ月静置後でも
破壊強度の低下も認められなかった。これにより，ジーシー カルフィー・ペーストの
経時的使用による歯質の脆弱への影響はないことが推察された．
SEMによる観察においても象牙質細管の開口部における形態学的な変化は観察されなかっ
た．これらは比較に用いた他の水酸化カルシウム製材でも同様の結果であった．

⚫ 2週間及び1ヵ月の塗布期間内においてジーシー
カルフィー・ペースト塗布による破壊強度への経
時的な影響は見出されなかった．

⚫ この傾向は他社市販の水酸化カルシウム製材にお
いても同様であった.

⚫ 貼薬期間や製材間の差による破壊強度への影響は
限定的で牛歯の個体間差の範囲内にあった。

⚫ 今回の洗浄条件では根管内表面に水
酸化カルシウム製材の洗浄残りが多
く観察され，表面形状の組織学的比
較は困難であった。

⚫ 根管内で確認できた象牙質細管の開
口部及び周囲の象牙質においてはコ
ントロール群と水酸化カルシウム製
材塗布群に形態学的な差異は観察さ
れなかった．
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